
第１８４回 ふれあいの道歩こう会              2023 年  2 月  10 日

湘南軽便鉄道の廃線跡を辿る  

当番  江口  正彦  

 船橋  エイ子  

                        

今回は、軽便鉄道の廃線跡を秦野から中井を通り二宮まで、軽便鉄道の旧停留所跡を探しながら歩き

ます。  

今年は湘南馬車鉄道が蒸気機関による軽便鉄道となってから１１０年を迎えます。明治時代の秦野は

煙草や落花生の生産地であり、また大山詣りの地としても、賑わっていたそうです。そのために、東

海道線と結ぶ交通路として、明治３９年秦野二宮間に馬車鉄道開通したのが、軽便鉄道の始まりです。

しかし、乗合自動車や小田急の開通により昭和１２年に廃止になりました。その途中の厳島湿生公園、

米倉禅寺なども楽しみたいと思います。  

1. 実 施 日  : 令和 5 年 3 月 16 日(木)   予備日 17 日(金)  

2. 集合場所  : 小田急小田原線  秦野駅 改札口 9 時 25 分  

3. 往   路  : [参考] 京急金沢文庫  7:41 発(特急)⇒8:00 着 横浜 (乗換) 相鉄 横浜  8:07 発(急

行)⇒8:44 着  海老名 (乗換) 小田急 海老名 8:55 発⇒9:16 着  秦野  

4. コ ―ス  ：秦野駅 9:30 発⇒ 9:35 着 弘法の清水 9:40⇒9:55 軽便鉄道秦野駅跡⇒10:15 台

町駅跡⇒命徳寺⇒常盤橋⇒根下橋⇒10:45 養泉院⇒上智大学入り口(軽便のみち

石碑石碑)⇒11:00 西大竹  嶽神社(大竹駅跡)⇒秦野中井インターチェンジ⇒

11:40 上井ノ口駅跡⇒蓑笠神社 11:50⇒  (アオバ・食品館・クリエイト) 

12:00⇒12:20  厳島湿生公園 (昼食)13:20⇒米倉禅寺⇒13:50 下井ノ口駅

跡⇒14:20 一色駅跡⇒乗源寺⇒二宮高校入り口⇒14:50 中里駅跡⇒15:20 二宮

駅跡⇒15:25JR 二宮駅    歩行距離：約 10.4km  歩行時間 : 約 4 時間  

5. 復   路 ：JR 二宮駅 15:36→  16:16 横浜  

       (JR 二宮駅  15:36→ 16:06 戸塚 16:11→16:35 金沢文庫) 

6. 交 通 費  : 京急 金沢文庫→横浜  ￥283、相鉄  横浜→海老名  ￥314、小田急 海老名→秦野 

￥283 

       JR 二宮→戸塚￥594、地下鉄戸塚→上大岡￥242、上大岡→金沢文庫￥199 

Total 運賃(金沢文庫往復) : 1,915 円  (老人パス使用 1,673 円) 

7. 持 ち 物  : 昼食、飲み物、雨具、その他、特にマスク、エタノール等の消毒液は各自持参、適

宜使用の事。  

8. そ の 他  : ①  出欠は  3 月 5 日までにご連絡ください。できれば早めの連絡をお願いします。  

② 実施の連絡は実施日、予備日とも、前日の昼頃までに連絡します。  

③ コースはほとんどフラットで舗装道路ですので、ウオーキングシューズ、スニー      

 カーなどで参加ください。④反省会は、横浜で考えております。  

9. 注意事項 ・普段より体温が高い等、体調に異常が感じられた場合は参加を取りやめてください。  

・電車、バス等、車内ではマスクを必ず着用し、会話は最低限に。また、手指の消毒は

小まめに。  

・集合時、歩行時、各自の間隔を 2～3 メートルをとり、市街地はマスク着用、コース

に入ったらマスクをとっても構いませんが、休息時、近くでの会話時等、適宜マスク

の着脱に配慮する。  

・昼食時も適当な距離をとり、黙食してください。  
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湘南軽便鉄道の廃線跡を迪る散歩道
今年は 3年 ぶ りに、秦野たばこ祭が開催。そこで葉煙草
の輸送に活躍した小さな鉄道の跡を迪る道を紹介します。ぼ
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秦野駅構内の 2号車 (昭和初叩 )

今
回
は
、
秦
野
た
ば
こ
祭
の
再
開
を

記
念
し
て
、
葉
た
ば
こ
の
運
搬
に
活
躍

し
た

「
軽
便
鉄
道
」
廃
線
跡
を
歩
き
ま

す
。来

年

（
２
０
２
３
）
で
湘
南
馬
車
鉄

道
が
蒸
気
機
関
に
よ
る
軽
便
鉄
道
と

な

っ
て
か
ら
１
１
０
年
を
迎
え
ま
す
。

明
治
時
代
の
秦
野
は
煙
草
や
落
花
生

の
生
産
地
で
あ
り
、
ま
た
大
山
詣
り
の

地
と
し
て
も
、
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
東
海
道
線
と
結
ぶ
交
通

路
と
し
て
、
明
治
３
９
年
秦
野
二
宮
間

に
馬
車
鉄
道
が
開
通
し
た
の
が
、
軽
便

鉄
道
の
は
じ
ま
り
で
す
。
し
か
し
、
乗

合
自
動
車
や
小
田
急
線
の
開
通
に
よ
り
、

昭
和
４
２
年
に
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
軽
便
鉄
道
秦
野
駅
か
ら

一
部

中
井
町
に
か
け
て
の
廃
線
跡
と
と
も
に
、

周
辺
の
観
光
ス
ポ
ツ
ト
を
ご
案
内
し
ま

す
。ス

タ
ー
ト
は
軽
便
鉄
道
の
秦
野
駅
で

す
。
現
在
の
イ
オ
ン
秦
野
Ｓ
Ｃ
が
、
秦

野
葉
煙
草
専
所
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
こ
に
駅
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
南
下
し
水
無
川
を
渡
り
、

二
宮

へ
と
軌
道
は
続
い
て
い
ま
し
た
。

水
無
川
の
河
川
敷
か
ら
は
、
軽
便
鉄
道

が
活
躍
し
て
い
た
時
代
か
ら
、
変
わ
ら

ぬ
表
丹
沢
の
山
並
み
を
遠
く
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

水
無
川
を
渡

っ
て
か
ら
、
し
ば
ら
く

廃
線
跡
は
住
宅
地
と
な
り
迪
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
少
し
先
の
養
泉
院
の

前
か
ら
、
現
在
道
路
と
な

っ
て
い
る
部

分
を
歩
き
ま
す
。

そ
の
後
、
東
名
高
速
道
路
秦
野
中
丼

イ
ン
タ
ー
チ
エ
ン
ジ
を
過
ぎ
て
、
中
丼

町
に
入
っ
て
最
初
の
駅
、
上
丼
ノ
ロ
駅

跡
が
ゴ
ー
ル
に
な
り
ま
す
。

こ
の
先
、
軽
便
鉄
道
は
二
宮
町

へ
続

き
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
歩

い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

・Ｌ
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Let′ s Gol

湘南軽便鉄道
廃線跡を辿つ
Πすいべん」の道を歩く

散O歩

水無川を渡ろ湘南軌道

ス
タ
ー
ト
地
点
で
あ
る
軽
便
鉄
道
の

秦
野
駅
跡

へ
の
最
寄
り
の
駅
は
、
小
田

急
線
秦
野
駅
で
、
歩
い
て
１
５
分
程
度

で
す
。
現
在
の
イ
オ
ン
秦
野
Ｓ
Ｃ
に
入

る
道
の
脇
に
、
当
時
の
秦
野
駅
を
案
内

す
る
石
碑
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
鉄
道
は
、
葉
煙
草
、
落
花
生
、

秦
野
木
綿
な
ど
、
秦
野
の
産
業
の
振
興

や
文
化
の
発
展
の

一
翼
を
担
っ
て
い
ま

し
た
。

現
在
も
続
く

「
た
ば
こ
祭
」
は
、
当

時
、
秦
野
の
主
要
産
業
で
あ
っ
た
葉
た

ば
こ
耕
作
者
の
慰
労
か
ら
始
ま
っ
た
も

の
で
す
。

秦
野
駅
跡
か
ら
軽
便
の
道
を
た
ど
る

と
細
い
住
宅
街
の
先
に
、
龍
門
寺
が
あ

り
ま
す
。

さ
ら
に
先
に
進
み
、
県
道
を
渡
る
と

台
町
駅
跡
に
到
着
し
ま
す
。
最
初
は
、

こ
の
台
町
に
秦
野
駅
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
大
正
１
２
年
に
輸
送
を
円
滑
化

す
る
た
め
、
軌
道
の
延
長
が
行
わ
れ
、

専
売
局

（現
イ
オ
ン
秦
野
Ｓ
⊂
）
近
く

に
移
さ
れ
ま
し
た
。

台
町
か
ら
先
の
軌
道
は
、
現
在
、
住

宅
街
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
た
ど
る
事

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
少
し
先
に
あ
る
命

徳
寺
の
山
門
は
、
〈フ
も
変
わ
ら
ぬ
姿
で
、

軽便鉄道 秦野駅跡地

倖
ん
で
い
ま
す
。

軽
便
鉄
道
の
軌
道
は
、
そ
の
目
の
前

を
走
り
、
少
し
先
で
水
無
川
を
渡
っ
て

い
ま
し
た
。
昭
和
の
終
わ
り
こ
ろ
ま
で
、

当
時
の
橋
の
構
造
物
が
残
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
は
そ
の
痕
跡
は
残
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

水
無
川
治
い
の
道
を

一
度
上
流
側
に

進
み
、
常
盤
橋
を
渡
り
、
細
い
道
を
入

り
、
川
の
対
岸
を
再
び
下
流

へ
歩
き
ま

す
。水

無
月
―〓
い
の
道
か
ら
、
道
の
細
い

住
宅
街
Ｉ
入
り
、
根
下
橋
で
室
川
を
渡

り
ま
す
。
県
道
６
２
号
の
新
逆
川
橋
の

下
を
く
ぐ
り
抜
け
、
県
道
に
出
て
、
今

度
は
信
号
で
再
び
県
道
を
渡
り
ま
す
。

県
道
を
渡
る
と
、
正
面
に
あ
る
の
が

養
泉
院
で
す
。
軽
便
鉄
道
は
養
泉
院
の

目
の
前
を
通
り
、
現
在
の
秦
野
二
宮
線

命徳寺山門 (室町時代 )養泉院前の碑

旧
道
と
同
じ
ル
ー
ト
を
通

っ
て
い
ま
し

た
。こ

の
ま
ま
道
を
進
み
ま
す
。
歩
道
が

な
い
道
も
多
い
の
で
、
車
の
往
来
に
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

再
び
、
県
道
を
渡
り
進
む
と
、
西
大

竹
嶽
神
社
で
す
。
大
竹
駅
は
こ
の
神
社

の
近
く
に
あ
り
、
蒸
気
機
関
車
に
水
を

供
給
す
る
水
槽
や
待
避
線
の
施
設
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

道
路
脇
の
大
竹
駅
跡
の
碑
が
当
時
の

様
子
を
伝
え
て
い
ま
す
。

こ
の
先
、
県
道
を
横
断
し
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
の
裏
手
を
藪
に
沿
っ
て
、
軌

道
は
続
い
て
い
ま
し
た
。
今
は
東
名
高

速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
エ
ン
ジ
で
遮
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
歩
道
橋
で
渡
り
ま

す
。
次
の
信
号
で
再
び
県
道
を
渡
り
、

旧
道
に
入
る
と
中
井
町
で
す
。

そ
こ
か
ら
１
キ
ロ
ほ
ど
歩
く
と
、ゴ
ー

ル
の
上
丼
ノ
ロ
駅
跡
に
到
着
し
ま
す
。

駅
の
近
く
に
は
、
立
派
な
旅
館
が
あ

り
、
小
田
原
方
面
か
ら
来
た
大
山
詣
り

の
人
達
は
、
一し
の
旅
館
に
泊
ま
り
、
「
上

丼
ノ
ロ
駅
」
か
ら
軽
便
鉄
道
に
乗
り
、

大
山
に
向
か
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
こ
か
ら
バ
ス
で
秦
野
駅
に
戻
ら
れ

る
方
は
、
駅
の
跡
か
ら
道
路
に
沿
っ
て

西大竹 嶽神社

軽便鉄道の廃線跡を

歩いてみよう !

700m

(10分 )

300m

(5分 )

進
む
と

「
上
丼
ノ
ロ
」
バ
ス
停
が
あ
り

ま
す
。

軽
便
鉄
道
は
こ
の
先
も
中
井
町
を
通

り
抜
け
、
二
宮
駅
ま
で
続
い
て
い
ま
し

た
。
往
時
に
思
い
を
馳
せ
、
歩
か
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
よ
う
。

約 1時間 20分 綱磯慮し)||■||1約 5。4km

450m

(6分 )

300m

(4分 )

600m

(10分 )

1000m

(15分 )
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コニス所要時間
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【菓子店
【衣料品
【飲食店
【菓子店
【喫茶店
【」ヽ売店
【飲食店
【画材販売
【酒 店
【菓子店
【菓子店
【喫茶店
【楽器店
【呉服販売
【宿 泊
【」ヽ売店
【写真店
【飲食店
【菓子店
【菓子店
【薬 局
【飲食店

青初p        80463‐ 81-0254

旭屋衣料品店   80463-81‐ 0809

アリエッタデルジェラート 80463-45-4592
アンデス橋本   富0463-81-1202

五十嵐商店(Caf`いがらし)80463‐ 68-8326

イオン秦野 SC  80463-85-2000
-の屋       80463-81‐ 0041

【文房具販売】高橋紙店     80463-81‐ 0243

【眼鏡販売】タケメガネ    80463-81-5572
【飲食店】TRATTORA E PANNOTECA

DA MASA 80463‐ 84-0328

北原堂製菓    80463-81-0665
今日のおやつとコーヒー 富0463-68-9199

クイン秦野楽器  80463‐81-0800

熊澤屋呉服店   容0463‐81-0235

グランドホテル神奈中 80463-83‐ 5555

GreenGrain     80463-84-2555
光栄写真 80463-81-5822
Contrale Market  80463-26-6577

城田屋製菓    80463‐ 81-0770

スイーツガーデンサクララ80463-67-0324

十全堂 80463-81‐ 0031

すみれ菜館    80463-81-0412

はだの・湯河原温泉 万葉の湯 80463-85‐ 4126

ハダノ浪漫食堂  80463-68-8466
はらまさ 80463-81-1862

はんこ広場秦野店 80463… 82-9311

Bio食 堂 80463-79-9801

ビジネスホテルたかの家80463-83-0818

エコール

小野酒店

御菓子司 亀屋

80463-81-5229

80463-81-0530
80463-81‐ 0410

コース近くにある

厳島湿生公園

E口  届U

製造販売

入浴施設̀宿泊

飲食店

寝具販売
E口  届リ

飲食店

宿 泊

落花生販売

文房具販売

飲食店

名産品販売

入浴施設

1飲食店

1飲食店

飲食店

飲食店

中島印刷
にしきや

豆峰商店
マルヤス

万八十

80463-81‐ 0567

80463-82-2498

80463-81‐ 0428

80463-81-0377
80463…81-5700

名産センター   80463‐ 83-6477

名水はだの富士見の湯 80463-82-1026

麺処よつかど   80463-45-5617
焼肉み―や    80463-83‐ 0029

ラーメンおじ屋ひさし 80463-68-9920

和いず亭     80463-59-9014
《敬称略・五十音順》

↑秦野市

上丼ノ高駅跡

量`公園

上
丼
ノ
ロ
駅
跡
か
ら
先
の

軽
便
鉄
道

上
井
ノ
ロ
駅
跡
か
ら
先
の
軽
便
鉄

道
は
、
秦
野
二
宮
線
旧
道
と
ほ
と
ん

ど
同
じ
ル
ー
ト
に
な
り
ま
す
。

駅
の
跡
の
近
く
に
は
、
軽
便
鉄
道

を
案
内
す
る
石
碑
が
各
所
に
あ
り
ま

す
。
注
意
し
て
歩
け
ば
、
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

道
は
わ
か
り
や
す
い
で
す
が
、
場

所
に
っ
て
は
、
歩
道
が
な
い
場
所
も

あ
る
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

上
丼
ノ
ロ
駅
跡
か
ら
、
二
宮
駅
跡

ま
で
の
道
は
平
坦
で
す
が
、
距
離
は

６
キ
ロ
程
に
な
り
ま
す
。

下丼 ノロ駅跡
※自印がないので、
少しわかりにくいかも

しれません。

講1(電Ψ分)|
下丼ノロ駅跡

▼1.4km(約 25分 )

一 色 駅 跡

▼1.6km(約 25分 )

中 里 駅 跡

▼1.3km(約 20分 )

二 宮 駅 跡

歩行距離 :5.8km

歩行時間 :1雛寺間 35分
(体憩なし)

二宮駅跡周辺の現在

― 色駅 跡

※二宮町 一色防災
コミュニティーセンターの前

＼

軽便鉄道
「    ‐ 二宮駅

案内板

二宮駅跡
※薬局前

1 東海道線
'・
=

′

'  
二宮駅

|● [閉蘇
鬱 ●

はだの桜みち

西大竹 嶽神社の

すぐ近くに石碑があるよ

歩道橋で秦野中丼 lC入口
を渡って進むんだ。

■ |■■■|‐票名1高速道路

至大丼松田
畿 :●

‐

一
今回紹介したコース

当時の軽便鉄道の軌道

上丼ノロ駅跡が
ゴールだよ

饉謂舗信ふ

新逆川橋 |

★長僣寺

至 横浜
●  ■|

下丼ノロ駅跡の石碑

秦野市観光協会雪0463-82-8833 https:〃 www.kankou‐ hadano.org/ 神奈川中央交通西 (株)秦野営業所蓉0463-81-1803 秦野市観光振興課容0463-82-5111(代 表)

至 伊勢原


